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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
浴室内の空気を吸引する吸込口と、前記吸込口から吸引した空気を送風する循環送風路と
、前記浴室内の空気を吸引または送風する循環ファンと、前記浴室内に空気を吹出す吹出
口で構成された循環送風経路と、トイレおよび／または脱衣室に開口した排気口から空気
を吸引して室外に排気することで換気を行う換気用ファンを備えた換気送風経路と、冷媒
を圧縮する圧縮機と前記循環送風経路内に設けられた第一熱交換器と冷媒を膨張させる膨
張機構と前記換気送風経路内に設けられた第二熱交換器の順に冷媒が循環するように配管
接続された冷媒回路と、第二熱交換器の下部に設けられた貯水部で構成され、前記熱交換
器は鉛直方向に上下二段構成で設置されており、前記第一熱交換器は下部に、前記第二熱
交換器は上部に配置され、前記第二熱交換器において浴室外に排出される空気から冷媒が
吸熱し、前記第一熱交換器において前記浴室内を循環する空気に冷媒が放熱することで前
記浴室内を暖房し、前記第二熱交換器と前記第一熱交換器の間に設けた風路構成ダンパＣ
を閉鎖したときは前記浴室内を暖房し、前記風路構成ダンパＣを開放したときは前記浴室
内の空気を室外に排気することで換気することを特徴とする換気空調装置。
【請求項２】
循環送風経路内の上流側に第二熱交換器を、また下流側に第一熱交換器を介して配置する
ことにより、循環ファンにより送風される浴室内循環空気が第二熱交換器と第一熱交換器
の順に通過する風路構成としたことを特徴とする請求項１に記載の換気空調装置。
【請求項３】
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前記吸入口と前記第二熱交換器との間に設けた風路構成ダンパＡを開放するとともに、第
二熱交換器と第一熱交換器の間に設けた風路構成ダンパＣを開放したときに、第二熱交換
器において浴室内循環空気から冷媒が吸熱し前記浴室内循環空気中の水分を前記第二熱交
換器表面に結露させることで前記浴室内循環空気を除湿し、第一熱交換器において低湿度
の前記浴室内循環空気に冷媒が放熱することで、浴室内を暖房除湿することを特徴とする
請求項１または２に記載の換気空調装置。
【請求項４】
貯水部の貯留水を下り勾配を利用して排水する排水経路を設けたことを特徴とする請求項
１乃至３のいずれかに記載の換気空調装置。
【請求項５】
貯水部の貯留水を第一熱交換器表面に供給することを特徴とする請求項１乃至４のいずれ
かに記載の換気空調装置。
【請求項６】
貯水部に超音波振動子を設置したことを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の換
気空調装置。
【請求項７】
貯水部底面にヒータを設置したことを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の換気
空調装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ヒートポンプを利用して浴室などの居住空間の換気空調を行う換気空調装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のヒートポンプを利用した浴室などの居住空間の換気空調を行う換気空調装置とし
ては、浴室または脱衣所等に設置され、ヒートポンプの蒸発器と凝縮器を循環風路に備え
、除湿した空気を室内に送風し、且つ必要な場合には循環風路とは別に構成された風路よ
り換気することで換気のできるものがある（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
　また別の換気空調装置としては、ヒートポンプを室外機と室内機に分離し、室外機に設
けた熱交換器において外気から吸熱（または放熱）を行い、室内機に設けた熱交換器にお
いて浴室の空気に放熱（または吸熱）することで浴室を空調するものもある（例えば、特
許文献２参照）。
【０００４】
　以上のようにヒートポンプを利用した浴室等の換気空調装置は、様々な形態のものが提
案されている。特許文献１および特許文献２に例示される両者の換気空調装置は、冷凍サ
イクルの蒸発器で冷却除湿されてから凝縮器で加熱された循環空気によって室内および衣
類を乾燥させるものである。特許文献１は空気に対して吸熱する側の熱交換器（蒸発器）
と放熱する側の熱交換器（凝縮器）とが単一の装置内に一体となった形態であり、特許文
献２はそれら両者が室内機側と室外機側に分離した形態となっている。それぞれ形態は異
なる換気空調装置ではあるが、いずれの場合も空気の除湿工程で発生した結露水がトレー
に貯留され、排水ポンプにより装置外へと排水される構成となっているため、排水ポンプ
内の残水による菌の繁殖問題や、排水ポンプによる排水時の騒音が不快であるという課題
があった。また、貯水の度合いによって排水ポンプ稼動を制御する必要があるため、水位
センサや滞留水量の検知等にともなう構成部品の増加といった課題があった。
【０００５】
　本発明は上記従来の課題を解決するものであり、排水貯水部を装置内の高位置に設ける
ことで下り勾配や落差を利用した貯留水の処理を可能にし、従来用いられていた排水ポン
プ等の排水に用いられていた構成部品を不要とすることで、構成部品を削減し且つ残水に
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よる菌の繁殖問題や不快な騒音を無くすことのできる換気空調装置を提供することを目的
としている。
【特許文献１】特開２００３－３４３８９２号公報
【特許文献２】特開２００２－３４９９３０号公報
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために本発明が講じた第一の解決手段は、浴室内の空気を吸引する
吸込口と、前記吸込口から吸引した空気を送風する循環送風路と、前記浴室内の空気を吸
引または送風する循環ファンと、前記浴室内に空気を吹出す吹出口で構成された循環送風
経路と、トイレおよび／または脱衣室に開口した排気口から空気を吸引して室外に排気す
ることで換気を行う換気用ファンを備えた換気送風経路と、冷媒を圧縮する圧縮機と前記
循環送風経路内に設けられた第一熱交換器と冷媒を膨張させる膨張機構と前記換気送風経
路内に設けられた第二熱交換器の順に冷媒が循環するように配管接続された冷媒回路と、
第二熱交換器の下部に設けられた貯水部で構成され、前記熱交換器は鉛直方向に上下二段
構成で設置されており、前記第一熱交換器は下部に、前記第二熱交換器は上部に配置され
、第二熱交換器において浴室外に排出される空気から冷媒が吸熱し、第一熱交換器におい
て前記浴室内を循環する空気に冷媒が放熱することで前記浴室内を暖房し、前記第二熱交
換器と前記第一熱交換器の間に設けた風路構成ダンパＣを閉鎖したときは前記浴室内を暖
房し、前記風路構成ダンパＣを開放したときは前記浴室内の空気を室外に排気することで
換気するとしたものである。
【０００７】
　この手段により、圧縮機、第一熱交換器、膨張機構、第二熱交換器を一体で本体内に収
めることが可能となり、屋外に室外機を置く必要がなく、また施工時に冷媒配管工事を不
要とするため、省スペース化と施工性の向上が図れる。また、第二熱交換器の表面におい
て換気送風経路を通過する空気との熱交換が行われ、第二熱交換器に吸熱された空気は第
二熱交換器表面において結露が生じるため、第二熱交換器の下部に設けられた貯水部にド
レン水が貯留するが、貯水部を装置内の高位置に備えることが可能になるため貯水部内の
貯留水を排水する必要がある場合に、下り勾配や落差を利用した貯留水の処理が可能とな
るため、従来用いていたドレン排水用ドレンポンプが不要となり、部品工数を減らすとと
もに、ドレンポンプ内の残水による菌の繁殖を防止し、すなわち菌の繁殖問題を解決し、
且つ不快な騒音を無くすことができる換気空調装置が得られる。
　また、第二熱交換器において浴室外に排出されるトイレおよび／または脱衣室から吸引
した空気から冷媒が吸熱し、第一熱交換器において前記浴室内を循環する空気に冷媒が放
熱することで前記浴室内を暖房するとしたものであり、この手段により、トイレおよび／
または脱衣室から室外へ排気する空気から排熱回収を行い浴室内を循環する空気に供給で
きるため、効率の良い暖房が可能となる換気空調装置が得られる。
　また、風路構成ダンパＣを閉鎖で設定し、換気送風路を通過する空気に対して第二熱交
換器において冷媒が吸熱を行い、循環用ファンを運転することにより循環送風路を介して
浴室内を循環する空気に対して第一熱交換器において冷媒が放熱を行う。この放熱により
空気が加熱されて吹出口から浴室内に吹出す。このような運転動作を行うことにより高温
の空気を吹出すことが可能となり、浴室内の温度が上昇することで浴室内を暖房すること
ができる。また、風路構成ダンパＣを開放で設定することにより、浴室内の空気を屋外に
排気することにより換気が行われる。このように風路構成ダンパＣを開閉することにより
運転動作に沿った風路構成にすることができる換気空調装置が得られる。
【００１０】
　また、本発明が講じた第二の解決手段は、循環送風経路内の上流側に第二熱交換器を、
また下流側に第一熱交換器を介して配置することにより、循環ファンにより送風される浴
室内循環空気が第二熱交換器と第一熱交換器の順に通過する風路構成としたものである。
【００１１】
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　この手段により、浴室内循環空気中の水分を第二熱交換器表面に結露させることで生じ
たドレン水を、装置内の高位置に備えられた貯水部に貯留させることができ、下り勾配や
落差を利用した貯留水の処理が可能となるため、従来用いていたドレン排水用ドレンポン
プが不要となり、部品工数を減らすとともに、ドレンポンプ内の残水による菌の繁殖問題
を解決し且つ不快な騒音を無くすことのできる換気空調装置が得られる。
【００１２】
　また、本発明が講じた第三の解決手段は、前記吸入口と前記第二熱交換器との間に設け
た風路構成ダンパＡを開放するとともに、第二熱交換器と第一熱交換器の間に設けた風路
構成ダンパＣを開放したときに、第二熱交換器において浴室内循環空気から冷媒が吸熱し
前記浴室内循環空気中の水分を前記第二熱交換器表面に結露させることで前記浴室内循環
空気を除湿し、第一熱交換器において低湿度の前記浴室内循環空気に冷媒が放熱すること
で、浴室内を暖房除湿するとしたものである。
【００１３】
　この手段により、第二熱交換器との熱交換で吸熱された空気が第二熱交換器表面で結露
し除湿され、低湿度となった空気が第一熱交換器より放熱されることで昇温し、高温低湿
となった空気が、浴室外部に排出されることなく浴室内を循環するため、効率良く浴室内
を除湿することが可能な換気空調装置が得られる。
【００２８】
　また、本発明が講じた第四の解決手段は、貯水部の貯留水を下り勾配を利用して排水す
る排水経路を設けたものである。
【００２９】
　この手段により、装置内の高位置に設けられた貯水部からの下り勾配を利用した排水が
可能になるため、従来用いていたドレン排水用ドレンポンプが不要となり、部品工数を減
らすとともに、ドレンポンプ内の残水による菌の繁殖問題を解決し且つ不快な騒音を無く
すことのできる換気空調装置が得られる。
【００３０】
　また、本発明が講じた第五の解決手段は、貯水部の貯留水を第一熱交換器表面に供給す
るとしたものである。
【００３１】
　この手段により、第一熱交換器表面において貯留水を蒸発させることができるため、排
水経路を不要としたドレンレスタイプとなり、且つ浴室内を加湿することが可能な換気空
調装置が得られる。
【００３２】
　また、本発明が講じた第六の解決手段は、貯水部に超音波振動子を設置したものである
。
【００３３】
　この手段により、貯留水が超音波振動により微細な水滴となり送風空気に運ばれるため
、排水経路を不要としたドレンレスタイプとなり、且つ浴室内を加湿することが可能な換
気空調装置が得られる。
【００３４】
　また、本発明が講じた第七の解決手段は、貯水部底面にヒータを設置したものである。
【００３５】
　この手段により、貯水部の貯留水をヒータの熱で蒸発させることができるため、排水経
路を不要としたドレンレスタイプとなり、且つ浴室内を加湿することが可能な換気空調装
置が得られる。
【発明の効果】
【００３６】
　本発明の換気空調装置によれば、排水貯水部を装置内の高位置に設けることで下り勾配
や落差を利用した貯留水の処理を可能にし、従来用いられていた排水ポンプ等の排水に用
いられていた構成部品を不要とすることで、構成部品を削減し且つ残水による菌の繁殖を
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防止し、不快な騒音を無くすことができる。
　また、第二熱交換器において浴室外に排出されるトイレおよび／または脱衣室から吸引
した空気から冷媒が吸熱し、第一熱交換器において前記浴室内を循環する空気に冷媒が放
熱することで前記浴室内を暖房するとしたものであり、この手段により、トイレおよび／
または脱衣室から室外へ排気する空気から排熱回収を行い浴室内を循環する空気に供給で
きるため、効率の良い暖房が可能となる。
　また、風路構成ダンパＣを閉鎖で設定し、換気送風路を通過する空気に対して第二熱交
換器において冷媒が吸熱を行い、循環用ファンを運転することにより循環送風路を介して
浴室内を循環する空気に対して第一熱交換器において冷媒が放熱を行う。この放熱により
空気が加熱されて吹出口から浴室内に吹出す。このような運転動作を行うことにより高温
の空気を吹出すことが可能となり、浴室内の温度が上昇することで浴室内を暖房すること
ができる。また、風路構成ダンパＣを開放で設定することにより、浴室内の空気を屋外に
排気することにより換気が行われる。このように風路構成ダンパＣを開閉することにより
運転動作に沿った風路構成にすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３７】
　本発明の請求項１記載の発明は、浴室内の空気を吸引する吸込口と、前記吸込口から吸
引した空気を送風する循環送風路と、前記浴室内の空気を吸引または送風する循環ファン
と、前記浴室内に空気を吹出す吹出口で構成された循環送風経路と、トイレおよび／また
は脱衣室に開口した排気口から空気を吸引して室外に排気することで換気を行う換気用フ
ァンを備えた換気送風経路と、冷媒を圧縮する圧縮機と前記循環送風経路内に設けられた
第一熱交換器と冷媒を膨張させる膨張機構と前記換気送風経路内に設けられた第二熱交換
器の順に冷媒が循環するように配管接続された冷媒回路と、第二熱交換器の下部に設けら
れた貯水部で構成され、前記熱交換器は鉛直方向に上下二段構成で設置されており、前記
第一熱交換器は下部に、前記第二熱交換器は上部に配置され、第二熱交換器において浴室
外に排出される空気から冷媒が吸熱し、第一熱交換器において前記浴室内を循環する空気
に冷媒が放熱することで前記浴室内を暖房し、前記第二熱交換器と前記第一熱交換器の間
に設けた風路構成ダンパＣを閉鎖したときは前記浴室内を暖房し、前記風路構成ダンパＣ
を開放したときは前記浴室内の空気を室外に排気することで換気するとしたものであり、
この手段により、圧縮機、第一熱交換器、膨張機構、第二熱交換器を一体で本体内に収め
ることが可能となり、屋外に室外機を置く必要がなく、また施工時に冷媒配管工事を不要
とするため、省スペース化と施工性の向上が図れる。また、第二熱交換器の表面において
換気送風経路を通過する空気との熱交換が行われ、第二熱交換器に吸熱された空気は第二
熱交換器表面において結露が生じるため、第二熱交換器の下部に設けられた貯水部にドレ
ン水が貯留するが、貯水部を装置内の高位置に備えることが可能になるため貯水部内の貯
留水を排水する必要がある場合に、下り勾配や落差を利用した貯留水の処理が可能となる
ため、従来用いていたドレン排水用ドレンポンプが不要となり、部品工数を減らすととも
に、ドレンポンプ内の残水による菌の繁殖を防止し、すなわち菌の繁殖問題を解決し、且
つ不快な騒音を無くすことができる。
　また、第二熱交換器において浴室外に排出されるトイレおよび／または脱衣室から吸引
した空気から冷媒が吸熱し、第一熱交換器において前記浴室内を循環する空気に冷媒が放
熱することで前記浴室内を暖房するとしたものであり、この手段により、トイレおよび／
または脱衣室から室外へ排気する空気から排熱回収を行い浴室内を循環する空気に供給で
きるため、効率の良い暖房が可能となる。
　また、風路構成ダンパＣを閉鎖で設定し、換気送風路を通過する空気に対して第二熱交
換器において冷媒が吸熱を行い、循環用ファンを運転することにより循環送風路を介して
浴室内を循環する空気に対して第一熱交換器において冷媒が放熱を行う。この放熱により
空気が加熱されて吹出口から浴室内に吹出す。このような運転動作を行うことにより高温
の空気を吹出すことが可能となり、浴室内の温度が上昇することで浴室内を暖房すること
ができる。また、風路構成ダンパＣを開放で設定することにより、浴室内の空気を屋外に
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排気することにより換気が行われる。このように風路構成ダンパＣを開閉することにより
運転動作に沿った風路構成にすることができる。
【００３９】
　本発明の請求項２記載の発明は、循環送風経路内の上流側に第二熱交換器を、また下流
側に第一熱交換器を介して配置することにより、循環ファンにより送風される浴室内循環
空気が第二熱交換器と第一熱交換器の順に通過する風路構成としたものであり、この手段
により、浴室内循環空気中の水分を第二熱交換器表面に結露させることで生じたドレン水
を、装置内の高位置に備えられた貯水部に貯留させることができ、下り勾配や落差を利用
した貯留水の処理が可能となるため、従来用いていたドレン排水用ドレンポンプが不要と
なり、部品工数を減らすとともに、ドレンポンプ内の残水による菌の繁殖問題を解決し且
つ不快な騒音を無くすことができる。
【００４０】
　本発明の請求項３記載の発明は、前記吸入口と前記第二熱交換器との間に設けた風路構
成ダンパＡを開放するとともに、第二熱交換器と第一熱交換器の間に設けた風路構成ダン
パＣを開放したときに、第二熱交換器において浴室内循環空気から冷媒が吸熱し前記浴室
内循環空気中の水分を前記第二熱交換器表面に結露させることで前記浴室内循環空気を除
湿し、第一熱交換器において低湿度の前記浴室内循環空気に冷媒が放熱することで、浴室
内を暖房除湿するとしたものであり、この手段により、第二熱交換器との熱交換で吸熱さ
れた空気が第二熱交換器表面で結露し除湿され、低湿度となった空気が第一熱交換器より
放熱されることで昇温し、高温低湿となった空気が、浴室外部に排出されることなく浴室
内を循環するため、効率良く浴室内を除湿することが可能となる。
【００４８】
　本発明の請求項４記載の発明は、貯水部の貯留水を下り勾配を利用して排水する排水経
路を設けたものであり、この手段により、装置内の高位置に設けられた貯水部からの下り
勾配を利用した排水が可能になるため、従来用いていたドレン排水用ドレンポンプが不要
となり、部品工数を減らすとともに、ドレンポンプ内の残水による菌の繁殖問題を解決し
且つ不快な騒音を無くすことができる。
【００４９】
　本発明の請求項５記載の発明は、貯水部の貯留水を第一熱交換器表面に供給するとした
ものであり、この手段により、第一熱交換器表面において貯留水を蒸発させることができ
るため、排水経路を不要としたドレンレスタイプとなり、且つ浴室内を加湿することが可
能となる。
【００５０】
　本発明の請求項６記載の発明は、貯水部に超音波振動子を設置したものであり、この手
段により、貯留水が超音波振動により微細な水滴となり送風空気に運ばれるため、排水経
路を不要としたドレンレスタイプとなり、且つ浴室内を加湿することが可能となる。
【００５１】
　本発明の請求項７記載の発明は、貯水部底面にヒータを設置したものであり、この手段
により、貯水部の貯留水をヒータの熱で蒸発させることができるため、排水経路を不要と
したドレンレスタイプとなり、且つ浴室内を加湿することが可能となる。
【００５２】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００５３】
　（実施の形態１）
　以下、本発明の実施の形態１について図面を参照しながら説明する。
【００５４】
　まず本発明における換気空調装置が設置される移住空間について説明する。
【００５５】
　図１は本発明の実施の形態における換気空調装置が設置される移住空間の見取り図であ
る。図１において、居住空間１は、リビング２、浴室３、脱衣室４、トイレ５などに区画
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されており、浴室３の天井裏には、換気空調装置６が設置されている。この換気空調装置
６には、換気空調装置６と屋外を連通する屋外排気ダクト７、脱衣室４の天井に開口した
排気口Ａ８と換気空調装置６とを連通する排気ダクトＡ９およびトイレ５の天井に開口し
た排気口Ｂ１０と換気空調装置６とを連通する排気ダクトＢ１１が接続されている。また
、換気空調装置６内部には換気用シロッコファン１２が配設されており、屋外と換気空調
装置６を連通する屋外排気ダクト７は換気用シロッコファン１２の吹出側に接続され、脱
衣室４と換気空調装置６を連通する排気ダクトＡ９およびトイレ５と換気空調装置６を連
通する排気ダクトＢ１１は換気用シロッコファン１２の吸込側に接続されている。したが
って換気用シロッコファン１２を運転すると、排気口Ａ８および排気口Ｂ１０から排気ダ
クトＡ９および排気ダクトＢ１１を通じて脱衣室４およびトイレ５の空気が換気用シロッ
コファン１２に吸い込まれ、屋外排気ダクト７を通じて屋外に排出される。そして換気用
シロッコファン１２を連続運転すると居住空間１内が負圧になるため、リビング２の屋外
に面した壁に開口した給気口１３から新鮮な外気が給気されて居住空間１が換気されるこ
とになる。この換気運転は建物の気密性が高い場合は連続して行う必要があるため（２４
時間換気）、換気用シロッコファン１２は所定の換気量、例えば一時間で居住空間１の約
半分の容積に相当する換気量を確保するように連続運転を行う。また、リビング２には部
屋の温度をコントロールするための空調機１４が設置されており、夏場は冷房運転、冬場
は暖房運転を行って室温を適正に保持している。したがって前述したように年間を通じて
連続した換気運転を行っていると、夏場はリビング２において空調機１４で冷房された低
温の空気、冬場は空調機１４で暖房された高温の空気が脱衣室４のドアＡ１５およびトイ
レ５のドアＢ１６のガラリやアンダーカット部分を通じて排気口Ａ８および排気口Ｂ１０
に吸い込まれ、換気空調装置６を介して屋外に排出されることになる。
【００５６】
　図２は、本発明の実施の形態における換気空調装置の概略構成を示す概略図である。図
に示すようにこの換気空調装置６は、外郭を形成する外装体１７およびフロントパネル１
８、外装体１７内に設けられた循環送風経路１９、換気送風経路２０および冷媒回路２１
、外装体１７の一面に設けられ、換気送風経路２０と連通する開口部２２に接続された換
気ユニット２３、またこれらを制御する制御装置２４から構成されている。以下にそれぞ
れの具体的な構成について記す。
【００５７】
　図３に示すように外装体１７の浴室側一面を形成するフロントパネル１８は、浴室３内
の空気を吸込むための吸込口２５、浴室内循環空気を外装体１７の外部に吹出すための吹
出口２６を備えている。また、吸込口２５の外装体１７側にはフィルタ２７を備えており
、浴室内空気を循環させる際に微細な塵や埃の侵入を防止する構造となっている。また、
吹出口２６部には加熱された空気の吹出方向を可変させるための吹出口ルーバ２８が設け
られており、吹出口ルーバ２８は制御装置２４（図３中には図示せず）に接続された吹出
口ルーバ駆動用モータ２９により自在に稼動することで任意の方向に吹出方向を可変させ
ることができる。
【００５８】
　図４に示す換気ユニット２３は、制御装置２４（図４中には図示せず）により回転数を
自在に変更可能な換気ファン駆動用モータ３０に接続された換気用シロッコファン１２の
吸込側に接続され、脱衣室４と連通している排気ダクトＡ９に連結する浴室外側吸込口Ａ
３１およびトイレ５と連通している排気ダクトＢ１１に連結する浴室外側吸込口Ｂ３２、
換気用シロッコファン１２の吹出側に接続され、屋外へ連通している屋外排気ダクト７に
連結する浴室外側吹出口３３から構成されている。また、外装体１７との接続面には換気
ユニット側吸込口３４と連結する外装体側吹出口３５と換気ユニット側吹出口３６と連結
する外装体側吸込口３７が設けられており、換気用シロッコファン１２の吸込側に外装体
側吸込口３７を備え、外装体１７内の換気送風路（図４中には図示せず）を介して外装体
側吹出口３５を備える風路構成となっている。
【００５９】
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　浴室外側吸込口Ａ３１および浴室外側吸込口Ｂ３２から吸引した空気を外装体１７内に
流通させることなく換気する場合には、外装体側吸込口３７部に備えられた外装体側吸込
部ダンパ３８および外装体側吹出口３５部に備えられた外装体側吹出部ダンパ３９を閉塞
した風路構成に設定し、換気用シロッコファン１２を運転する。他室より吸引した空気を
外装体１７を介して排気する場合には、外装体側吸込口３７部に備えられた外装体側吸込
部ダンパ３８および外装体側吹出口３５部に備えられた外装体側吹出部ダンパ３９を開口
した風路構成に設定し、換気用シロッコファン１２を運転する。換気量の調整は各ダンパ
の開口面積の変更及び換気用シロッコファン１２の回転数制御により行い、これらの組み
合わせにより必要とする換気量を実現するものとする。
【００６０】
　図５は本発明の実施の形態における換気空調装置の風路構成図及び冷媒回路図である。
図に示すように外装体１７内には、フロントパネル１８の吸込口２５および吹出口２６を
連結する循環送風路４０が設けられており、循環送風路４０内に備えられた、制御装置２
４（図５中には図示せず）により回転数を自在に変更可能な循環ファン駆動用モータ４１
に接続された送風手段としての循環用シロッコファン４２が回転することで循環送風路４
０内に空気を送風する。外装体１７の換気ユニット２３連結側の面には換気ユニット側吸
込口３４および換気ユニット側吹出口３６を形成しており、それぞれ換気ユニット２３側
の外装体側吹出口３５、外装体側吸込口３７と連結する構成となっているため、換気ユニ
ット２３に備えられた換気用シロッコファン１２を起動させることにより、換気ユニット
側吸込口３４と換気ユニット側吹出口３６を連通する換気送風路４３内に空気を送風する
。また、外装体１７内には風路構成を可変するためのダンパが複数設けられており、運転
動作に沿った風路構成になるべく各ダンパを所望の開度に開閉することとする。
【００６１】
　また、外装体１７内部に、冷媒として例えば、ＨＣＦＣ系冷媒（分子中に塩素、水素、
フッ素、炭素の各原子を含む）、ＨＦＣ系冷媒（分子中に水素、炭素、フッ素の各原子を
含む）、炭化水素、二酸化炭素等の自然冷媒などの何れかを充填した冷媒回路２１を形設
しており、この冷媒回路２１中に、冷媒を圧縮する圧縮機４４、供給空気と冷媒とを熱交
換させる第一熱交換器４５、冷媒を膨張させる電子式膨張弁からなる膨張機構４６、供給
空気と冷媒とを熱交換させる第二熱交換器４７を介設している。この冷媒回路２１中を、
圧縮機４４で圧縮された冷媒が第一熱交換器４５、膨張機構４６、第二熱交換器４７の順
に流れて再び圧縮機４４に戻る。また、この冷媒回路２１には、圧縮機４４で圧縮された
冷媒が第一熱交換器４５、膨張機構４６、第二熱交換器４７の順に流れて再び圧縮機４４
に戻る経路（以下、順サイクル）と、圧縮機４４で圧縮された冷媒が第二熱交換器４７、
膨張機構４６、第一熱交換器４５の順に流れて再び圧縮機４４に戻る経路（以下、逆サイ
クル）とを切り換えるための流路切換弁４８が介設されている。
【００６２】
　次に換気空調装置の各運転動作について順に説明する。まず始めに換気運転時の動作に
関して説明する。換気運転は居住空間１の必要換気量を確保するために２４時間連続して
運転を実行する動作であり、この運転時は換気用シロッコファン１２を必要換気量が確保
可能な程度の低回転数で運転し、その際の風路構成は図６に示すように風路構成ダンパＡ
４９を閉鎖、風路構成ダンパＢ５０を開放、風路構成ダンパＣ５１を開放、外装体側吸込
部ダンパ３８を開放、外装体側吹出部ダンパ３９を閉鎖で設定することにより、浴室３内
の空気を屋外排気ダクト７より屋外に排気する。この際に、外装体側吹出部ダンパ３９を
開放することで換気ユニット２３と連通している脱衣室４やトイレ５の換気も同時に行う
ことが可能となり、この排出量に相当する新鮮な外気がリビング２に開口した給気口１３
から取り入れられて排出空気と入れ替わることにより居住空間１の換気が行われることと
なる。
【００６３】
　次に浴室３内暖房運転時の動作に関して説明する。暖房運転は、冬場等の気温の低い季
節において、入浴前に浴室３内を暖房しておくことでヒートショックを軽減する入浴前予
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備暖房の目的や、浴室３の洗い場で体を洗う際に入浴者が寒さを感じずに快適に入浴でき
るように暖房する場合に実行する動作である。
【００６４】
　その際の風路構成は、図７に示すように風路構成ダンパＡ４９を閉鎖、風路構成ダンパ
Ｂ５０を開放、風路構成ダンパＣ５１を閉鎖、外装体側吸込部ダンパ３８を開放、外装体
側吹出部ダンパ３９を開放で設定することにより、第一熱交換器４５は、循環送風路４０
内に配設され、第二熱交換器４７は換気送風路４３内に配設される。このため、圧縮機４
４を順サイクル運転させることで冷媒回路２１内の冷媒を循環させ、換気用シロッコファ
ン１２を運転することにより換気送風路４３を通過する空気に対して第二熱交換器４７に
おいて冷媒が吸熱を行い、循環用シロッコファン４２を運転することにより循環送風路４
０を介して浴室３内を循環する空気に対して第一熱交換器４５において冷媒が放熱を行う
。この放熱により空気が加熱されて吹出口２６から浴室３内に吹出す。このような運転動
作を行うことにより高温の空気を吹出すことが可能となり、浴室３内の温度が上昇するこ
とで浴室３内を暖房することができる。
【００６５】
　また、冬場の外気温が非常に低い条件では、換気用シロッコファン１２により第二熱交
換器４７に供給される脱衣室４およびトイレ５の空気の温度も低くなるため、上述した暖
房運転実行中に第二熱交換器４７に霜が付着する着霜現象が生じる。この着霜状態を放置
しておくと第二熱交換器４７における吸熱能力の低下に伴い、第一熱交換器４５の放熱量
が減少して浴室３が十分に暖房できないという問題が発生する。このような問題を抑制す
るため、暖房運転中に第二熱交換器４７の冷媒配管の温度を監視し、その温度が所定値以
下に低下した段階で第二熱交換器４７に付着した霜を除去する除霜運転を実行する必要が
ある。
【００６６】
　その除霜運転時の運転動作について次に説明する。暖房運転中の除霜運転を実行する場
合は、まず循環用シロッコファン４２と換気用シロッコファン１２の両者の運転を停止し
、流路切替弁４８の設定を順サイクルから逆サイクルに切り換える。この設定を行うこと
により、圧縮機４４で圧縮された高温高圧の冷媒が逆サイクル側に切り換えられた流路切
替弁４８を通り第二熱交換器４７に導かれる。この高温冷媒が第二熱交換器４７の冷媒配
管を流れることにより配管温度が上昇し表面に付着した霜が溶解する。溶解した霜はドレ
ン水５２となり貯水部５３に滴下し貯留する。一方、第二熱交換器４７で放熱して霜を溶
かした冷媒は、膨張機構４６、第一熱交換器４５を順に流れて圧縮機４４に戻り冷媒回路
２１を循環する。この除霜運転を継続することにより第二熱交換器４７に付着した霜が溶
けきり配管温度が上昇していく。この配管温度を継続的に監視し、配管温度が所定値以上
（例えば３℃）に上昇した段階で除霜運転から暖房運転に再び切り換えることとする。こ
れにより低温時の極端な加熱能力低下を抑制して十分な予備暖房を行うことが可能となる
。なお、この除霜運転は暖房運転中のみの対策といった訳ではなく、各運転動作において
第二熱交換器４７に霜が付着した際には、この動作を運転することで問題を解決すること
ができる。
【００６７】
　次に浴室３内除湿運転時の動作に関して説明する。除湿運転は、入浴後等にカビ抑制の
ため浴室３を除湿する場合や、浴室３内に洗濯物を干して乾かす衣類乾燥を行う場合に実
行する動作である。
【００６８】
　その際の風路構成は、図８に示すように風路構成ダンパＡ４９を開放、風路構成ダンパ
Ｂ５０を閉鎖、風路構成ダンパＣ５１を開放、外装体側吸込部ダンパ３８を閉鎖、外装体
側吹出部ダンパ３９を閉鎖で設定することにより、第一熱交換器４５は、循環送風路４０
内に配設され、第二熱交換器４７は循環送風路４０内と換気送風路４３内の両者に介する
位置に配設される。このため、圧縮機４４を順サイクル運転させることで冷媒回路２１内
の冷媒を循環させ、循環用シロッコファン４２を運転することにより循環送風路４０を介
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して浴室３内を循環する空気に対してまず始めに通過する第二熱交換器４７において冷媒
が吸熱を行い、次いで第一熱交換器４５を通過する際には冷媒が放熱を行う。浴室３内循
環空気が第二熱交換器４７を通過する際には冷媒より吸熱されるため空気の温度が低下し
、空気の水分が第二熱交換器４７表面に結露することで空気中の湿度が下がる。ここで第
二熱交換器４７表面に結露した水滴はドレン水となり貯水部５３に滴下し貯留する。低湿
度となった空気は次に通過する第一熱交換器４５において冷媒より放熱されるため、この
放熱により高温低湿となった空気が吹出口２６から浴室３内に吹出す。このような運転動
作を行うことにより高温低湿の空気を吹出すことが可能となり、浴室３内の温度が上昇し
、湿度が低下することで浴室３内を除湿することができる。衣類乾燥を行う際には浴室３
内に干した洗濯物に対して高温低湿の空気が直接当たる風向とすることで、洗濯物からの
水分蒸発を促し短時間での衣類乾燥を実現することとなる。
【００６９】
　なお、上記においては除湿運転時に換気送風路を閉鎖し室外への空気の排出を行わない
風路構成としたが、浴室３内を所望の低湿度空間にできるのであれば、換気用シロッコフ
ァン１２を低回転で運転し且つ換気送風路を開放することにより浴室３内空気を換気しな
がら除湿運転をする構成にしても、その作用効果に差異を生じず、望ましくは新鮮な空気
を取り入れえるために多少なりとも換気しながら除湿運転を行う構成である。
【００７０】
　次に浴室３内加湿暖房運転時の動作に関して説明する。加湿暖房運転は、浴室３内を高
温高湿なサウナ環境にする場合に実行する動作である。
【００７１】
　その際の風路構成は、図９に示すように風路構成ダンパＡ４９を閉鎖、風路構成ダンパ
Ｂ５０を開放、風路構成ダンパＣ５１を閉鎖、外装体側吸込部ダンパ３８を開放、外装体
側吹出部ダンパ３９を開放で設定することにより、第一熱交換器４５は、循環送風路４０
内に配設され、第二熱交換器４７は換気送風路４３内に配設される。このため、圧縮機４
４を順サイクル運転させることで冷媒回路２１内の冷媒を循環させ、換気用シロッコファ
ン１２を運転することにより換気送風路４３を通過する空気に対して第二熱交換器４７に
おいて冷媒が吸熱を行い、循環用シロッコファン４２を運転することにより循環送風路４
０を介して浴室３内を循環する空気に対して第一熱交換器４５において冷媒が放熱を行う
。空気を加湿する微細水滴を発生する手段としては微細水滴発生部５４を外装体１７内に
設ける。以下に微細水滴発生部５４の具体的な構成について説明する。
【００７２】
　図１０に示す微細水滴発生部５４内には、微細水滴発生部吸込口５５と微細水滴発生部
吹出口５６を連通する微細水滴発生部送風路５７が設けられており、微細水滴発生部送風
路５７の微細水滴発生部吸込口５５側に備えられた、制御装置２４（図１０中には図示せ
ず）により回転数を自在に変更可能な微細水滴発生部ファン駆動用モータ５８に接続され
た送風手段としての微細水滴発生部シロッコファン５９が回転することで微細水滴発生部
５４内に空気を送風する。微細水滴発生部シロッコファン５９の下流側には加熱手段とし
ての空気加熱用の熱交換器であるＰＴＣヒータ６０を備えており、このＰＴＣヒータ６０
を通って外装体１７から流入する空気が加温され、高温の空気を送風することが可能とな
る。微細水滴発生部送風路５７内の微細水滴発生部シロッコファンの下流側には噴霧ノズ
ル６１が設けられており、この噴霧ノズル６１に加湿用給水を供給するための加湿用給水
管６２より温水（例えば４０～８０℃）を供給し、供給された温水を噴霧ノズル６１から
微細な水滴として噴霧する。噴霧された微細水滴は微細水滴発生部５４壁面に衝突するこ
とによって更に微細化される。ここで微細な水滴（例えば水滴径１００μｍ以下）に関し
ては送風する空気とともに微細水滴発生部吹出口５６より循環送風路４０に吹出され、浴
室内循環空気に供給され、微細な水滴に破砕することができなかった水滴に関しては、余
剰水６４として貯水部５３へと向かう。送風空気とともに運ばれる微細な水滴の中でも、
比較的水滴径が大なる水滴（例えば水滴径１０～１００μｍ）に関しては微細水滴発生部
送風路５７の微細水滴発生部吹出口５６側に設けられた水滴回収手段としての気液分離部
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６３で回収され、余剰水６４となり貯水部５３へと向かう。気液分離部６３を通過した微
細な水滴（水滴径１０μｍ以下）はＰＴＣヒータ６０により加熱された空気とともに微細
水滴発生部吹出口５６より循環送風路４０に吹出され、浴室内循環空気に供給される。
【００７３】
　こうして微細水滴を含む加湿空気が供給された循環送風路４０内空気は、更に第一熱交
換器４５において冷媒より放熱されることにより、空気が加熱されて吹出口２６から浴室
３内に吹出す。このような運転動作を行うことにより高温高湿の空気を吹出すことが可能
となり、浴室３内の温度および湿度が上昇することで浴室３内を加湿暖房することができ
る。
【００７４】
　以上、説明した各運転動作において、第二熱交換器４７の下部に備えられている貯水部
５３には、第二熱交換器表面に結露したものが滴下したドレン水５２や、微細水滴発生部
５４より発生する余剰水６４が、貯留している。この貯水部５３に貯留した貯留水６５は
、下り勾配を利用して浴室３外へ排水経路６６より排水される。排水経路６６の下り勾配
は角度が大きければ大きいほど良いが、望ましくは５°以上の勾配を確保することによっ
て、貯水部５３内の貯留水６５を確実に排水することが可能となる。この下り勾配を設け
るためには貯水部５３、つまりは第二熱交換器４７を装置内の高位置に設置する必要があ
る。
【００７５】
　第一熱交換器４５および第二熱交換器４７は、通過空気との熱交換を効率的に行うため
に通過空気との接触面積を広く設けなければならないため、必然的に構成体積は大きなも
のとなり、換気空調装置６内に両者を備えるためには鉛直上下方向に二段構成で配置する
構成が有効である。このため、通過空気の結露によりドレン水５２が発生する第二熱交換
器４７は排水用の下り勾配を設けるために装置内の高位置に設置する必要があるため上部
に、通過空気に放熱するための第一熱交換器４５は吹出口２６近傍に設置するために装置
内の下部に設置することで、両者を換気空調装置６内に収めることが可能となり、且つ貯
水部５３内のドレン水５２を排水する際に、下り勾配や落差を利用した処理が可能となる
ため、従来用いていたドレン排水用ドレンポンプが不要となり、部品工数を減らすととも
に残水による菌の繁殖問題を解決し且つ不快な騒音を無くすことができる。
【００７６】
　また、本実施の形態では、運転動作を換気運転、暖房運転、除霜運転、除湿運転、加湿
暖房運転の５パターンとしたが、暖房運転時の風路構成において流路切換弁４８の設定を
順サイクルから逆サイクルに切り換え圧縮機４４を運転すると、吹出口２６から低温空気
を吹出す冷房運転をすることができる。しかし、第一熱交換器４５表面に結露が生じてし
まうため第一熱交換器４５下部への水受けの設置と、水受けより排水するための排水用ド
レンポンプ等の設置が必要となる。
【００７７】
　以上説明した内容は、発明を実施するための一形態についてのみ説明したものであり、
本発明は上記実施の形態に限定されるものではない。
【００７８】
　例えば、上記実施の形態では、空調する室内空間を浴室３とし、排気口を開口した室内
空間を脱衣室４およびトイレ５としたが、空調空間および排気口を開口する空間は、居住
空間内において区画された空間であれば良く、上記に限定されるものではない。即ち、空
調空間をリビング２、排気口を開口する空間を浴室３などに設定しても良い。
【００７９】
　また、上記実施の形態では、排気口を脱衣室４およびトイレ５の２箇所に開口する構成
を示したが、排気口を開口位置および数はこれに限定されるものではない。例えばトイレ
５等１箇所のみに排気口を開口する構成としても良い。
【００８０】
　また、上記実施の形態では、他室の換気も同時に行う多室換気タイプの構成としたが、
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対象とする空間（例えば浴室３）のみを換気するタイプであっても問題なく、他室の換気
を行うことで吸熱していた構成を浴室３内の循環空気より吸熱する構成に変更することに
よりその作用効果に差異を生じない。
【００８１】
　また、上記実施の形態では、他室の換気を行うことで吸熱を行い暖房を実施する構成と
したが、吸込口２５と第二熱交換器４７を連結する風路を設け、浴室３内から吸引した空
気を第二熱交換器４７に通風することで吸熱を行い第一熱交換器４５において放熱を行い
浴室内に戻す構成をとしてもその作用効果に際を生じない。
【００８２】
　また、上記実施の形態では、風路構成を変更するためのダンパによる開閉を開放状態と
閉鎖状態の２通りのみとしたが、ダンパの開度を調整することで各運転時の風量調整や温
度調整が可能となる。
【００８３】
　また、上記実施の形態では、風路構成を変更する手段としてダンパ構造を有するものと
したが、風路を開閉することができればよく、これに限られたものではない。
【００８４】
　また、上記実施の形態では、冷媒回路２１の運転方法を順サイクル運転から逆サイクル
運転に切り換えることで除霜運転を行う構成としたが、第二熱交換器４７表面に付着した
霜を除去できるのであれば問題なく、第二熱交換器４７表面に湯水を供給する方法や除霜
用にヒータを備え付ける方法を用いてもその作用効果に差異を生じない。
【００８５】
　また、上記実施の形態では、上記実施の形態では、圧縮機４４の駆動方式について言及
していないが圧縮機４４の駆動方式は駆動周波数一定のものを使用しても駆動周波数可変
のものを使用してもよい。
【００８６】
　また、上記実施の形態では、外装体１７、フロントパネル１８および換気ユニット２３
と各々が分離した構成としたが、施工性や機能が損なわれないのであれば全てが一体化さ
れた構成であっても問題なく、その作用効果に差異を生じない。
【００８７】
　また、上記実施の形態では、シロッコファンを駆動するモータは制御装置２４により回
転数を自在に変更可能なモータを用いることとしたが、少なくとも２種類以上の回転数に
変更可能であればよく、その作用効果に差異を生じない。なお望ましくは、回転数を線形
的に任意の回転数に変化させることが可能なモータであることが好ましい。また、各種設
定を変更せずに一定の条件で動作を行う場合においては、一定回転数のみで駆動するモー
タであっても問題なく、その作用効果に差異を生じない。
【００８８】
　また、上記実施の形態では、送風手段としてシロッコファンを用いたが、風量や消費電
力、騒音や振動等の条件を満足するのであればクロスフローファン、ターボファン、プロ
ペラファンなどの別方式のファンであっても問題なく、その作用効果に差異を生じない。
【００８９】
　また、上記実施の形態では、温水を噴霧することにより加湿を行う構成としたが、浴室
が狭小（０．５坪程度）でそれほど大量な加湿を必要としない場合においては通常温度（
２０℃程度）の水道水などを使用してもその作用効果に差異を生じず、望ましくは浴室の
広さや浴室外の温度雰囲気等に応じて浴室内が目的の温湿度となるように噴霧ノズル６１
より噴出する加湿水の温度を適宜設定することが望ましい。
【００９０】
　また、上記実施の形態では、気液分離部６３を通過する水滴径を１０μｍ以下としたが
、水滴径１００μｍ以下の水滴径であればよく、気液分離部６３を通過し、浴室内に供給
される水滴径は入浴者が水滴感を感じることなく入浴できる程度の水滴径であることが望
ましく、一般的には１０μｍ以下程度の水滴径とすることでほとんどの人が水滴感を感じ
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ることなく入浴を行うことができる。
【００９１】
　（実施の形態２）
　以下、本発明の実施の形態２について図面を参照しながら説明する。なお、実施の形態
１と同一部分については同一の符号を附し、詳細な説明は省略する。
【００９２】
　まず本発明における換気空調装置が設置される移住空間について説明する。
【００９３】
　図１は本発明の実施の形態における換気空調装置が設置される移住空間の見取り図であ
る。図１において、居住空間１は、リビング２、浴室３、脱衣室４、トイレ５などに区画
されており、浴室３の天井裏には、換気空調装置６が設置されている。この換気空調装置
６には、換気空調装置６と屋外を連通する屋外排気ダクト７、脱衣室４の天井に開口した
排気口Ａ８と換気空調装置６とを連通する排気ダクトＡ９およびトイレ５の天井に開口し
た排気口Ｂ１０と換気空調装置６とを連通する排気ダクトＢ１１が接続されている。また
、換気空調装置６内部には換気用シロッコファン１２が配設されており、屋外と換気空調
装置６を連通する屋外排気ダクト７は換気用シロッコファン１２の吹出側に接続され、脱
衣室４と換気空調装置６を連通する排気ダクトＡ９およびトイレ５と換気空調装置６を連
通する排気ダクトＢ１１は換気用シロッコファン１２の吸込側に接続されている。したが
って換気用シロッコファン１２を運転すると、排気口Ａ８および排気口Ｂ１０から排気ダ
クトＡ９および排気ダクトＢ１１を通じて脱衣室４およびトイレ５の空気が換気用シロッ
コファン１２に吸い込まれ、屋外排気ダクト７を通じて屋外に排出される。そして換気用
シロッコファン１２を連続運転すると居住空間１内が負圧になるため、リビング２の屋外
に面した壁に開口した給気口１３から新鮮な外気が給気されて居住空間１が換気されるこ
とになる。この換気運転は建物の気密性が高い場合は連続して行う必要があるため（２４
時間換気）、換気用シロッコファン１２は所定の換気量、例えば一時間で居住空間１の約
半分の容積に相当する換気量を確保するように連続運転を行う。また、リビング２には部
屋の温度をコントロールするための空調機１４が設置されており、夏場は冷房運転、冬場
は暖房運転を行って室温を適正に保持している。したがって前述したように年間を通じて
連続した換気運転を行っていると、夏場はリビング２において空調機１４で冷房された低
温の空気、冬場は空調機１４で暖房された高温の空気が脱衣室４のドアＡ１５およびトイ
レ５のドアＢ１６のガラリやアンダーカット部分を通じて排気口Ａ８および排気口Ｂ１０
に吸い込まれ、換気空調装置６を介して屋外に排出されることになる。
【００９４】
　図２は、本発明の実施の形態における換気空調装置の概略構成を示す概略図である。図
に示すようにこの換気空調装置は、外郭を形成する外装体１７およびフロントパネル１８
、外装体１７内に設けられた循環送風経路１９、換気送風経路２０および冷媒回路２１、
外装体１７の一面に設けられ、換気送風経路２０と連通する開口部２２に接続された換気
ユニット２３、またこれらを制御する制御装置２４から構成されている。以下にそれぞれ
の具体的な構成について記す。
【００９５】
　図３に示すように外装体１７の浴室側一面を形成するフロントパネル１８は、浴室３内
の空気を吸込むための吸込口２５、浴室内循環空気を外装体１７の外部に吹出すための吹
出口２６を備えている。また、吸込口２５の外装体１７側にはフィルタ２７を備えており
、浴室内空気を循環させる際に微細な塵や埃の侵入を防止する構造となっている。また、
吹出口２６部には加熱された空気の吹出方向を可変させるための吹出口ルーバ２８が設け
られており、吹出口ルーバ２８は制御装置２４（図３中には図示せず）に接続された吹出
口ルーバ駆動用モータ２９により自在に稼動することで任意の方向に吹出方向を可変させ
ることができる。
【００９６】
　図４に示す換気ユニット２３は、制御装置２４（図４中には図示せず）により回転数を
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自在に変更可能な換気ファン駆動用モータ３０に接続された換気用シロッコファン１２の
吸込側に接続され、脱衣室４と連通している排気ダクトＡ９に連結する浴室外側吸込口Ａ
３１およびトイレ５と連通している排気ダクトＢ１１に連結する浴室外側吸込口Ｂ３２、
換気用シロッコファン１２の吹出側に接続され、屋外へ連通している屋外排気ダクト７に
連結する浴室外側吹出口３３から構成されている。また、外装体１７との接続面には換気
ユニット側吸込口３４と連結する外装体側吹出口３５と換気ユニット側吹出口３６と連結
する外装体側吸込口３７が設けられており、換気用シロッコファン１２の吸込側に外装体
側吸込口３７を備え、外装体１７内の換気送風路４３を介して外装体側吹出口３５を備え
る風路構成となっている。
【００９７】
　浴室外側吸込口Ａ３１および浴室外側吸込口Ｂ３２から吸引した空気を外装体１７内に
流通させることなく換気する場合には、外装体側吸込口３７部に備えられた外装体側吸込
部ダンパ３８および外装体側吹出口３５部に備えられた外装体側吹出部ダンパ３９を閉塞
した風路構成に設定し、換気用シロッコファン１２を運転する。他室より吸引した空気を
外装体１７を介して排気する場合には、外装体側吸込口３７部に備えられた外装体側吸込
部ダンパ３８および外装体側吹出口３５部に備えられた外装体側吹出部ダンパ３９を開口
した風路構成に設定し、換気用シロッコファン１２を運転する。換気量の調整は各ダンパ
の開口面積の変更及び換気用シロッコファン１２の回転数制御により行い、これらの組み
合わせにより必要とする換気量を実現するものとする。
【００９８】
　図５は本発明の実施の形態における換気空調装置の風路構成図及び冷媒回路図である。
図に示すように外装体１７内には、フロントパネル１８の吸込口２５および吹出口２６を
連結する循環送風路４０が設けられており、循環送風路４０内に備えられた、制御装置２
４（図５中には図示せず）により回転数を自在に変更可能な循環ファン駆動用モータ４１
に接続された送風手段としての循環用シロッコファン４２が回転することで循環送風路４
０内に空気を送風する。外装体１７の換気ユニット２３連結側の面には換気ユニット側吸
込口３４および換気ユニット側吹出口３６を形成しており、それぞれ換気ユニット２３側
の外装体側吹出口３５、外装体側吸込口３７と連結する構成となっているため、換気ユニ
ット２３に備えられた換気用シロッコファン１２を起動させることにより、換気ユニット
側吸込口３４と換気ユニット側吹出口３６を連通する換気送風路４３内に空気を送風する
。また、外装体１７内には風路構成を可変するためのダンパが複数設けられており、運転
動作に沿った風路構成になるべく各ダンパを所望の開度に開閉することとする。
【００９９】
　また、外装体１７内部に、冷媒として例えば、ＨＣＦＣ系冷媒（分子中に塩素、水素、
フッ素、炭素の各原子を含む）、ＨＦＣ系冷媒（分子中に水素、炭素、フッ素の各原子を
含む）、炭化水素、二酸化炭素等の自然冷媒などの何れかを充填した冷媒回路２１を形設
しており、この冷媒回路２１中に、冷媒を圧縮する圧縮機４４、供給空気と冷媒とを熱交
換させる第一熱交換器４５、冷媒を膨張させる電子式膨張弁からなる膨張機構４６、供給
空気と冷媒とを熱交換させる第二熱交換器４７を介設している。この冷媒回路２１中を、
圧縮機４４で圧縮された冷媒が第一熱交換器４５、膨張機構４６、第二熱交換器４７の順
に流れて再び圧縮機４４に戻る。また、この冷媒回路２１には、圧縮機４４で圧縮された
冷媒が第一熱交換器４５、膨張機構４６、第二熱交換器４７の順に流れて再び圧縮機４４
に戻る経路（以下、順サイクル）と、圧縮機４４で圧縮された冷媒が第二熱交換器４７、
膨張機構４６、第一熱交換器４５の順に流れて再び圧縮機４４に戻る経路（以下、逆サイ
クル）とを切り換えるための流路切換弁４８が介設されている。
【０１００】
　次に換気空調装置の各運転動作について順に説明する。まず始めに換気運転時の動作に
関して説明する。換気運転は居住空間１の必要換気量を確保するために２４時間連続して
運転を実行する動作であり、この運転時は換気用シロッコファン１２を必要換気量が確保
可能な程度の低回転数で運転し、その際の風路構成は図６に示すように風路構成ダンパＡ
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４９を閉鎖、風路構成ダンパＢ５０を開放、風路構成ダンパＣ５１を開放、外装体側吸込
部ダンパ３８を開放、外装体側吹出部ダンパ３９を閉鎖で設定することにより、浴室３内
の空気を屋外排気ダクト７より屋外に排気する。この際に、外装体側吹出部ダンパ３９を
開放することで換気ユニット２３と連通している脱衣室４やトイレ５の換気も同時に行う
ことが可能となり、この排出量に相当する新鮮な外気がリビング２に開口した給気口１３
から取り入れられて排出空気と入れ替わることにより居住空間１の換気が行われることと
なる。
【０１０１】
　次に浴室３内暖房運転時の動作に関して説明する。暖房運転は、冬場等の気温の低い季
節において、入浴前に浴室３内を暖房しておくことでヒートショックを軽減する入浴前予
備暖房の目的や、浴室３の洗い場で体を洗う際に入浴者が寒さを感じずに快適に入浴でき
るように暖房する場合に実行する動作である。
【０１０２】
　その際の風路構成は、図７に示すように風路構成ダンパＡ４９を閉鎖、風路構成ダンパ
Ｂ５０を開放、風路構成ダンパＣ５１を閉鎖、外装体側吸込部ダンパ３８を開放、外装体
側吹出部ダンパ３９を開放で設定することにより、第一熱交換器４５は、循環送風路４０
内に配設され、第二熱交換器４７は換気送風路４３内に配設される。このため、圧縮機４
４を順サイクル運転させることで冷媒回路２１内の冷媒を循環させ、換気用シロッコファ
ン１２を運転することにより換気送風路４３を通過する空気に対して第二熱交換器４７に
おいて冷媒が吸熱を行い、循環用シロッコファン４２を運転することにより循環送風路４
０を介して浴室３内を循環する空気に対して第一熱交換器４５において冷媒が放熱を行う
。この放熱により空気が加熱されて吹出口２６から浴室３内に吹出す。このような運転動
作を行うことにより高温の空気を吹出すことが可能となり、浴室３内の温度が上昇するこ
とで浴室３内を暖房することができる。
【０１０３】
　また、冬場の外気温が非常に低い条件では、換気用シロッコファン１２により第二熱交
換器４７に供給される脱衣室４およびトイレ５の空気の温度も低くなるため、上述した暖
房運転実行中に第二熱交換器４７に霜が付着する着霜現象が生じる。この着霜状態を放置
しておくと第二熱交換器４７における吸熱能力の低下に伴い、第一熱交換器４５の放熱量
が減少して浴室３が十分に暖房できないという問題が発生する。このような問題を抑制す
るため、暖房運転中に第二熱交換器４７の冷媒配管の温度を監視し、その温度が所定値以
下に低下した段階で第二熱交換器４７に付着した霜を除去する除霜運転を実行する必要が
ある。
【０１０４】
　その除霜運転時の運転動作について次に説明する。暖房運転中の除霜運転を実行する場
合は、まず循環用シロッコファン４２と換気用シロッコファン１２の両者の運転を停止し
、流路切換弁４８の設定を順サイクルから逆サイクルに切り換える。この設定を行うこと
により、圧縮機４４で圧縮された高温高圧の冷媒が逆サイクル側に切り換えられた流路切
換弁４８を通り第二熱交換器４７に導かれる。この高温冷媒が第二熱交換器４７の冷媒配
管を流れることにより配管温度が上昇し表面に付着した霜が溶解する。溶解した霜はドレ
ン水５２となり貯水部５３に滴下し貯留する。一方、第二熱交換器４７で放熱して霜を溶
かした冷媒は、膨張機構４６、第一熱交換器４５を順に流れて圧縮機４４に戻り冷媒回路
２１を循環する。この除霜運転を継続することにより第二熱交換器４７に付着した霜が溶
けきり配管温度が上昇していく。この配管温度を継続的に監視し、配管温度が所定値以上
（例えば３℃）に上昇した段階で除霜運転から暖房運転に再び切り換えることとする。こ
れにより低温時の極端な加熱能力低下を抑制して十分な予備暖房を行うことが可能となる
。なお、この除霜運転は暖房運転中のみの対策といった訳ではなく、各運転動作において
第二熱交換器４７に霜が付着した際には、この動作を運転することで問題を解決すること
ができる。
【０１０５】
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　次に浴室３内除湿運転時の動作に関して説明する。除湿運転は、入浴後等にカビ抑制の
ため浴室３を除湿する場合や、浴室３内に洗濯物を干して乾かす衣類乾燥を行う場合に実
行する動作である。
【０１０６】
　その際の風路構成は、図８に示すように風路構成ダンパＡ４９を開放、風路構成ダンパ
Ｂ５０を閉鎖、風路構成ダンパＣ５１を開放、外装体側吸込部ダンパ３８を閉鎖、外装体
側吹出部ダンパ３９を閉鎖で設定することにより、第一熱交換器４５は、循環送風路４０
内に配設され、第二熱交換器４７は循環送風路４０内と換気送風路４３内の両者に介する
位置に配設される。このため、圧縮機４４を順サイクル運転させることで冷媒回路２１内
の冷媒を循環させ、循環用シロッコファン４２を運転することにより循環送風路４０を介
して浴室３内を循環する空気に対してまず始めに通過する第二熱交換器４７において冷媒
が吸熱を行い、次いで第一熱交換器４５を通過する際には冷媒が放熱を行う。
【０１０７】
　浴室３内循環空気が第二熱交換器４７を通過する際には冷媒より吸熱されるため空気の
温度が低下し、空気の水分が第二熱交換器４７表面に結露することで空気中の湿度が下が
る。ここで第二熱交換器４７表面に結露した水滴はドレン水となり貯水部５３に滴下し貯
留する。低湿度となった空気は次に通過する第一熱交換器４５において冷媒より放熱され
るため、この放熱により高温低湿となった空気が吹出口２６から浴室３内に吹出す。この
ような運転動作を行うことにより高温低湿の空気を吹出すことが可能となり、浴室３内の
温度が上昇し、湿度が低下することで浴室３内を除湿することができる。衣類乾燥を行う
際には浴室３内に干した洗濯物に対して高温低湿の空気が直接当たる風向とすることで、
洗濯物からの水分蒸発を促し短時間での衣類乾燥を実現することとなる。
【０１０８】
　なお、上記においては除湿運転時に換気送風路を閉鎖し室外への空気の排出を行わない
風路構成としたが、浴室３内を所望の低湿度空間にできるのであれば、換気用シロッコフ
ァン１２を低回転で運転し且つ換気送風路を開放することにより浴室３内空気を換気しな
がら除湿運転をする構成にしても、その作用効果に差異を生じず、望ましくは新鮮な空気
を取り入れえるために多少なりとも換気しながら除湿運転を行う構成である。
【０１０９】
　次に浴室３内加湿暖房運転時の動作に関して説明する。加湿暖房運転は、浴室３内を高
温高湿なサウナ環境にする場合に実行する動作である。
【０１１０】
　その際の風路構成は、図９に示すように風路構成ダンパＡ４９を閉鎖、風路構成ダンパ
Ｂ５０を開放、風路構成ダンパＣ５１を閉鎖、外装体側吸込部ダンパ３８を開放、外装体
側吹出部ダンパ３９を開放で設定することにより、第一熱交換器４５は、循環送風路４０
内に配設され、第二熱交換器４７は換気送風路４３内に配設される。このため、圧縮機４
４を順サイクル運転させることで冷媒回路２１内の冷媒を循環させ、換気用シロッコファ
ン１２を運転することにより換気送風路４３を通過する空気に対して第二熱交換器４７に
おいて冷媒が吸熱を行い、循環用シロッコファン４２を運転することにより循環送風路４
０を介して浴室３内を循環する空気に対して第一熱交換器４５において冷媒が放熱を行う
。空気を加湿する微細水滴を発生する手段としては微細水滴発生部５４を外装体１７内に
設ける。以下に微細水滴発生部５４の具体的な構成について説明する。
【０１１１】
　図１０に示す微細水滴発生部５４内には、微細水滴発生部吸込口５５と微細水滴発生部
吹出口５６を連通する微細水滴発生部送風路５７が設けられており、微細水滴発生部送風
路５７の微細水滴発生部吸込口５５側に備えられた、制御装置２４（図１０中には図示せ
ず）により回転数を自在に変更可能な微細水滴発生部ファン駆動用モータ５８に接続され
た送風手段としての微細水滴発生部シロッコファン５９が回転することで微細水滴発生部
５４内に空気を送風する。微細水滴発生部シロッコファン５９の下流側には加熱手段とし
ての空気加熱用の熱交換器であるＰＴＣヒータ６０を備えており、このＰＴＣヒータ６０
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を通って外装体１７から流入する空気が加温され、高温の空気を送風することが可能とな
る。
【０１１２】
　微細水滴発生部送風路５７内の微細水滴発生部シロッコファンの下流側には噴霧ノズル
６１が設けられており、この噴霧ノズル６１に加湿用給水を供給するための加湿用給水管
６２より温水（例えば４０～８０℃）を供給し、供給された温水を噴霧ノズル６１から微
細な水滴として噴霧する。噴霧された微細水滴は微細水滴発生部５４壁面に衝突すること
によって更に微細化される。ここで微細な水滴（例えば水滴径１００μｍ以下）に関して
は送風する空気とともに微細水滴発生部吹出口５６より循環送風路４０に吹出され、浴室
内循環空気に供給され、微細な水滴に破砕することができなかった水滴に関しては、余剰
水６４として貯水部５３へと向かう。送風空気とともに運ばれる微細な水滴の中でも、比
較的水滴径が大なる水滴（例えば水滴径１０～１００μｍ）に関しては微細水滴発生部送
風路５７の微細水滴発生部吹出口５６側に設けられた水滴回収手段としての気液分離部６
３で回収され、余剰水６４となり貯水部５３へと向かう。気液分離部６３を通過した微細
な水滴（水滴径１０μｍ以下）はＰＴＣヒータ６０により加熱された空気とともに微細水
滴発生部吹出口５６より循環送風路４０に吹出され、浴室内循環空気に供給される。
【０１１３】
　こうして微細水滴を含む加湿空気が供給された循環送風路４０内空気は、更に第一熱交
換器４５において冷媒より放熱されることにより、空気が加熱されて吹出口２６から浴室
３内に吹出す。このような運転動作を行うことにより高温高湿の空気を吹出すことが可能
となり、浴室３内の温度および湿度が上昇することで浴室３内を加湿暖房することができ
る。
【０１１４】
　以上、説明した各運転動作において、第二熱交換器４７の下部に備えられている貯水部
５３には、第二熱交換器表面に結露したものが滴下したドレン水５２や、微細水滴発生部
５４より発生する余剰水６４が、貯留している。この貯水部５３に貯留した貯留水６５は
、第二熱交換器４７の下部に設けられた貯水部５３の下部にヒータを設けることで、貯留
水６５を加熱し蒸発させ、循環空気とともに浴室３内へと吹出すことで貯留水６５をなく
す構成とする。
【０１１５】
　第一熱交換器４５および第二熱交換器４７は、通過空気との熱交換を効率的に行うため
に通過空気との接触面積を広く設けなければならないため、必然的に構成体積は大きなも
のとなり、換気空調装置６内に両者を備えるためには鉛直上下方向に二段構成で配置する
構成が有効である。このため、通過空気の結露によりドレン水５２が発生する第二熱交換
器４７は上部に、通過空気に放熱するための第一熱交換器４５は吹出口２６近傍に設置す
るために装置内の下部に設置することで、両者を換気空調装置６内に収めることが可能と
なり、且つ貯水部５３内のドレン水５２を排水する際に、下り勾配や落差を利用した処理
が可能となるため、従来用いていたドレン排水用ドレンポンプが不要となり、部品工数を
減らすとともに残水による菌の繁殖問題を解決し且つ不快な騒音を無くすことができる。
【０１１６】
　また、本実施の形態では、運転動作を換気運転、暖房運転、除霜運転、除湿運転、加湿
暖房運転の５パターンとしたが、暖房運転時の風路構成において流路切換弁４８の設定を
順サイクルから逆サイクルに切り換え圧縮機４４を運転すると、吹出口２６から低温空気
を吹出す冷房運転をすることができる。しかし、第一熱交換器４５表面に結露が生じてし
まうため第一熱交換器４５下部への水受けの設置と、水受けより排水するための排水用ド
レンポンプ等の設置が必要となる。
【０１１７】
　以上説明した内容は、発明を実施するための一形態についてのみ説明したものであり、
本発明は上記実施の形態に限定されるものではない。
【０１１８】
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　例えば、上記実施の形態では、空調する室内空間を浴室３とし、排気口を開口した室内
空間を脱衣室４およびトイレ５としたが、空調空間および排気口を開口する空間は、居住
空間内において区画された空間であれば良く、上記に限定されるものではない。即ち、空
調空間をリビング２、排気口を開口する空間を浴室３などに設定しても良い。
【０１１９】
　また、上記実施の形態では、排気口を脱衣室４およびトイレ５の２箇所に開口する構成
を示したが、排気口を開口位置および数はこれに限定されるものではない。例えばトイレ
５０箇所のみに排気口を開口する構成としても良い。
【０１２０】
　また、上記実施の形態では、他室の換気も同時に行う多室換気タイプの構成としたが、
対象とする空間（例えば浴室３）のみを換気するタイプであっても問題なく、他室の換気
を行うことで吸熱していた構成を浴室３内の循環空気より吸熱する構成に変更することに
よりその作用効果に差異を生じない。
【０１２１】
　また、上記実施の形態では、他室の換気を行うことで吸熱を行い暖房を実施する構成と
したが、吸込口２５と第二熱交換器４７を連結する風路を設け、浴室３内から吸引した空
気を第二熱交換器４７に通風することで吸熱を行い第一熱交換器４５において放熱を行い
浴室内に戻す構成をとしてもその作用効果に際を生じない。
【０１２２】
　なお、本実施の形態においては第二熱交換器４７の下部に設けられた貯水部５３の下部
にヒータを設けることにより貯水部５３の貯留水６５を蒸発させることとしたが、貯水部
５３の貯留水６５を除去させることが可能であるのならば他の手段を用いても何ら問題は
なく、貯水部５３より第一熱交換器４５表面に貯留水６５を誘導する貯水部誘導経路を設
け、第一熱交換器４５表面へと貯留水６５を供給することで、高温となった第一熱交換器
４５表面において貯留水６５が蒸発し、循環空気とともに浴室３内へと吹出す方法や、第
二熱交換器４７の下部に設けられた貯水部５３に超音波振動子を設け周波数１ＭＨｚ～３
ＭＨｚ程度で振動することによって、貯留水６５を微細化して、循環空気とともに浴室３
内へと吹出す方法を用いてもその作用効果に差異を生じない。なおここでの、第一熱交換
器４５表面へと貯留水６５を供給する方法に関しては詳細な明記はしていないが、供給し
た貯留水６５を全て蒸発させるためには第一熱交換器４５表面部全体に均一に供給する必
要があり、広角に噴霧する方法や、数ヶ所設けた開口部から滴下させる方法などが一例で
ある。
【０１２３】
　また、上記実施の形態では、風路構成を変更するためのダンパによる開閉を開放状態と
閉鎖状態の２通りのみとしたが、ダンパの開度を調整することで各運転時の風量調整や温
度調整が可能となる。
【０１２４】
　また、上記実施の形態では、風路構成を変更する手段としてダンパ構造を有するものと
したが、風路を開閉することができればよく、これに限られたものではない。
【０１２５】
　また、上記実施の形態では、冷媒回路２１の運転方法を順サイクル運転から逆サイクル
運転に切り換えることで除霜運転を行う構成としたが、第二熱交換器４７表面に付着した
霜を除去できるのであれば問題なく、第二熱交換器４７表面に湯水を供給する方法や除霜
用にヒータを備え付ける方法を用いてもその作用効果に差異を生じない。
【０１２６】
　また、上記実施の形態では、上記実施の形態では、圧縮機４４の駆動方式について言及
していないが圧縮機４４の駆動方式は駆動周波数一定のものを使用しても駆動周波数可変
のものを使用してもよい。
【０１２７】
　また、上記実施の形態では、外装体１７、フロントパネル１８および換気ユニット２３
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と各々が分離した構成としたが、施工性や機能が損なわれないのであれば全てが一体化さ
れた構成であっても問題なく、その作用効果に差異を生じない。
【０１２８】
　また、上記実施の形態では、シロッコファンを駆動するモータは制御装置２４により回
転数を自在に変更可能なモータを用いることとしたが、少なくとも２種類以上の回転数に
変更可能であればよく、その作用効果に差異を生じない。なお望ましくは、回転数を線形
的に任意の回転数に変化させることが可能なモータであることが好ましい。また、各種設
定を変更せずに一定の条件で動作を行う場合においては、一定回転数のみで駆動するモー
タであっても問題なく、その作用効果に差異を生じない。
【０１２９】
　また、上記実施の形態では、送風手段としてシロッコファンを用いたが、風量や消費電
力、騒音や振動等の条件を満足するのであればクロスフローファン、ターボファン、プロ
ペラファンなどの別方式のファンであっても問題なく、その作用効果に差異を生じない。
【０１３０】
　また、上記実施の形態では、温水を噴霧することにより加湿を行う構成としたが、浴室
が狭小（０．５坪程度）でそれほど大量な加湿を必要としない場合においては通常温度（
２０℃程度）の水道水などを使用してもその作用効果に差異を生じず、望ましくは浴室の
広さや浴室外の温度雰囲気等に応じて浴室内が目的の温湿度となるように噴霧ノズル６１
より噴出する加湿水の温度を適宜設定することが望ましい。
【０１３１】
　また、上記実施の形態では、気液分離部６３を通過する水滴径を１０μｍ以下としたが
、水滴径１００μｍ以下の水滴径であればよく、気液分離部６３を通過し、浴室内に供給
される水滴径は入浴者が水滴感を感じることなく入浴できる程度の水滴径であることが望
ましく、一般的には１０μｍ以下程度の水滴径とすることでほとんどの人が水滴感を感じ
ることなく入浴を行うことができる。
【産業上の利用可能性】
【０１３２】
　以上のように本発明にかかる換気空調装置は、装置構成の簡易化と排水性の向上を図る
ことができ、また、空調空気の漏洩を低減して熱効率を向上することができるものであり
、浴室の換気空調のみならず、リビング、寝室、キッチンあるいは洗面所等の換気空調装
置などにも適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１３３】
【図１】本発明の実施の形態における換気空調装置が設置される移住空間の見取り図
【図２】同換気空調装置の概略構成図
【図３】同換気空調装置のフロントパネル概略図
【図４】同換気空調装置の換気ユニット概略図
【図５】同換気空調装置の風路構成図及び冷媒回路図
【図６】同換気空調装置の換気運転時における風路構成図及び冷媒回路図
【図７】同換気空調装置の暖房運転時における風路構成図及び冷媒回路図
【図８】同換気空調装置の除湿運転時における風路構成図及び冷媒回路図
【図９】同換気空調装置の加湿暖房運転時における風路構成図及び冷媒回路図
【図１０】同換気空調装置の微細水滴発生部概略図
【符号の説明】
【０１３４】
　１　　居住空間
　２　　リビング
　３　　浴室
　４　　脱衣室
　５　　トイレ
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　６　　換気空調装置
　７　　屋外排気ダクト
　８　　排気口Ａ
　９　　排気ダクトＡ
　１０　排気口Ｂ
　１１　排気ダクトＢ
　１２　換気用シロッコファン
　１３　給気口
　１４　空調機
　１５　ドアＡ
　１６　ドアＢ
　１７　外装体
　１８　フロントパネル
　１９　循環送風経路
　２０　換気送風経路
　２１　冷媒回路
　２２　開口部
　２３　換気ユニット
　２４　制御装置
　２５　吸込口
　２６　吹出口
　２７　フィルタ
　２８　吹出口ルーバ
　２９　吹出口ルーバ駆動用モータ
　３０　換気ファン駆動用モータ
　３１　浴室外側吸込口Ａ
　３２　浴室外側吸込口Ｂ
　３３　浴室外側吹出口
　３４　換気ユニット側吸込口
　３５　外装体側吹出口
　３６　換気ユニット側吹出口
　３７　外装体側吸込口
　３８　外装体側吸込部ダンパ
　３９　外装体側吹出部ダンパ
　４０　循環送風路
　４１　循環ファン駆動用モータ
　４２　循環用シロッコファン
　４３　換気送風路
　４４　圧縮機
　４５　第一熱交換器
　４６　膨張機構
　４７　第二熱交換器
　４８　流路切替弁
　４９　風路構成ダンパＡ
　５０　風路構成ダンパＢ
　５１　風路構成ダンパＣ
　５２　ドレン水
　５３　貯水部
　５４　微細水滴発生部
　５５　微細水滴発生部吸込口
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　５６　微細水滴発生部吹出口
　５７　微細水滴発生部送風路
　５８　微細水滴発生部ファン駆動用モータ
　５９　微細水滴発生部シロッコファン
　６０　ＰＴＣヒータ
　６１　噴霧ノズル
　６２　加湿用給水管
　６３　気液分離部
　６４　余剰水
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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